
小田原市地域コミュニティ検討委員会（第１回）・議事録 

 

日 時 平成２０年１１月２１日（金）午後６時４５分～８時４５分 

会 場 小田原市役所７階・大会議室 

出席者 委員：石川信雄、金井俊典、小石川 稔、近藤 忠、酒匂 守、下田勝也、 

名和田是彦、鈴木敦子、韮山 信、橋本輝夫 

    コミュニティ政策庁内プロジェクトメンバー：ﾘｰﾀﾞｰ・杉山博之（職員課課長補佐）、 

ｻﾌﾞﾘｰﾀﾞｰ・座間亮（教育政策課課長補佐）、石井 浩（行政経営室担当主査）、 

村田智俊（企画政策課主査）、藤澤隆則（環境政策課担当主査）、 

湯川 寛（福祉政策課課長補佐）、府川雅彦（地域政策課担当主査） 

    市側出席者：古澤英雄（市民部長）、桐生 薫（市民部次長市民窓口課長事務取扱） 

    事務局：荘司修三（地域政策課長）、原 一晃（地域政策課主査） 

傍聴者 ３名 

 

会議内容 

 １ 委員委嘱式：加藤市長より各委員へ委嘱状の交付（10 名・【資料１】） 

 

 ２ 市長あいさつ（別紙） 

 

＜事務局より資料の確認＞ 

 

 ３ 委員の紹介・職員の紹介：【資料１、２】により順次 

 

 ４ 委員長の選任：【資料３】に基づき選出 

進行（地域政策課長）： 

 

次に次第の４、「委員長、副委員長の選任」に移る。委員長の選出につい

ては、資料３当委員会の設置要領の第６条第１項に規定により、委員の互

選となっている。発言を求める。 

石川委員： 名和田委員は、地域コミュニティの分野で専門であること、小田原市の政

策総合研究所の取組で実績もあり、過去に開催した小田原市自治会総連

合主催の「地域活動シンポジウム」でも講師をお願いした経緯もあるので、

委員長には名和田委員をお願いしたい。 

進行（地域政策課長）： 名和田委員にお願いしたいとの発言があったが、他にどうか。 

 （他の委員からの発言なし） 

進行（地域政策課長）： 名和田委員を委員長でいかがか。 

 （委員一同異議なし。） 

進行（地域政策課長）： 委員の皆様から名和田委員に決定する。 

名和田委員長： 昨今地域コミュニティについて感心が高まっており、国はコミュニティに手を

出さない時期はあったが、最近は、様々な省庁が政策を打ち出そうとして 
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 いる。コミュニティに制度的な枠組みを与えることに関心を持ち、2004 年

（平成 16 年）に地方自治法が改正され、枠組みができ、それを軸にコミュ

ニティの仕組みを作ることに全国的に関心が高まっている。よろしくお願いし

たい。 

進行（地域政策課長）： これ以降の議長は、委員長にかわる。 

名和田委員長： それでは、副委員長の選出について発言を求める。 

酒匂委員： 日頃から地域と密着し、地域全体を熟知している小田原市自治会総連合

の石川委員をお願いしたい。 

名和田委員長： 石川委員にお願いしたいとの発言があったが、他にどうか。 

 （他の委員からの発言なし） 

名和田委員長： 石川委員を副委員長でいかがか。 

 （委員一同異議なし） 

名和田委員長： 副委員長は石川委員に決定する。 

石川副委員長： 委員の皆さんのご協力をお願いしたい。 

名和田委員長： 次の議題に入る前に、この検討委員会は、公開することとなっている。ま

た、この会議の会議録は、公開することとなっているので併せてご承知置き

いただきたい。会議録の公開は、詳細なものか要約的なものになるのか。 

事務局： 公開される会議録は、要約的なものとなる。 

名和田委員長： 通常だと、次の会議の前に会議録（案）について委員に内容確認があり、次

回会議で配布されるケースが多い。 

橋本委員： ぜひ、会議録を配布いただきたい。 

事務局： 公開前に委員に会議録（案）として委員の皆様に送付し、確認後、市のホ

ームページに掲載する。 

 

５ 検討委員会について 

名和田委員長： 次第の５ 検討委員会について、事務局の説明を求める。 

事務局： 【資料４】により説明 

地域コミュニティ検討委員会は、地域活動の基本単位となるコミュニティ

エリアで、新たな地域コミュニティ政策を推進するために設置した。取組内

容の一つ目として、様々な組織や団体が連携し、地域の課題を共有し、

解決に向けた共同作業を行う｢地域運営協議会｣についてと、二つ目とし

て、地域コミュニティの機能を育て、地域住民が問題解決能力を持つ地

域コミュニティ活動を支援する「職員の地域担当制」についてご検討いた

だく。 

スケジュールについては、地域の様々な視点からの課題の抽出による現

状の把握、先進事例の研究をしていただき、地域が抱える課題を解決す

るために、どのような仕組みが必要となり、行政の地域との関わり方など、

小田原にふさわしいコミュニティの姿について方向性を導き出していただ 
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 き、来年３月に報告書として一定の方針をまとめていただきたい。 

（1 回目から 6 回目までの説明【資料４】のとおり） 

（平成 21 年度・22 年度の説明【資料４】のとおり） 

橋本委員： プロジェクトメンバーの位置付けが、検討委員会の設置要綱に盛り込まれ

ていないように思うが。 

事務局： 設置要綱の第９条で読み込んでいただきたい。 

橋本委員： それは、違うと思う。委員長が出席を求めたわけではない。プロジェクトメン

バーが同席することに反対するわけではないが、根拠を明確にしておいた

方が良い。 

名和田委員長： 要綱は、あくまでも行政の内部的な文書であると認識しているが、むしろプ

ロジェクトメンバーが本当に我々と同じ様に平場で議論に参加いただける

かが心配である。 

事務局： 要綱に加えさせていただく。 

韮山委員： 先日開催された地域活動推進協議会（会長：相川文雄）で提案された課

題等は、この検討委員会に反映されるのか確認したい。 

事務局： 協議会に確認し、この検討委員会への課題提出について次回報告する。

 

６ 地域コミュニティの現状について【資料５】 

・「地域コミュニティのあらたな仕組みづくり」について名和田委員長より解説。 

 

７ 地域の課題について 

下田委員： ・早川地区で子育て支援グループを作ったところ、早川地区だけでなく久野や十

字地区からも参加がある。老人についてもシニア体操教室にも他地域からの参

加がある。小学校区単位で実施としても、もう少し柔らかい区域の設定はできな

いか。 

・特定高齢者向けの筋力トレーニングを開催したいが、個人情報保護の関係で、

対象者の情報が得られない。包括支援センターにも加わってもらえれば、もう少

し、状況が掴める。地域福祉に携わる団体やグループの再確認が必要。 

・更に、その上に地域運営協議会という組織ができると今のところは、地道な形

で作り上げていく方が良い。 

名和田委員長： ・横浜市では、人口膨張が激しく、地域運営協議会的組織を作れなかったが、

地域福祉計画の実行に取り組むことにより地域運営協議会の替わりとしている。

・地域福祉計画を実行することが地域運営に繋がる。 

・包括支援センターなどの専門機関が参加することも重要。 

酒匂委員： ・コミュニティの枠組みとして、地区自治会連合単位の枠組みを想定したい。 

・2000 年に社会福祉事業法が社会福祉法に大幅に改正され、行政は、「地域

福祉計画」、市社会福祉協議会は「地域福祉活動計画」を策定し、5 ヵ年計画

で平成 23 年まで実施していく。 
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 ・25 の地区社会福祉協議会が地域福祉活動計画をもとに活動している。 

・地区懇談会（各種団体参加）として生活課題の抽出に取り組んでいる。 

名和田委員長： ・下曽我地区では、地区社協がまさに地域運営協議会の役割を担っていた。 

・地区社協の枠組みは、地域運営協議会に近い。 

・小田原市には、ベースがあると想像している。 

杉山 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾘｰﾀﾞｰ： 

・下曽我地区は、地区社協を中心に自治会連合会の枠組みの中で、日赤や消

防団も含め地縁の様々な団体が入っている。 

・総意を決定するシステムはあるが、新しい取組を行う機能がない。（５地区で実

施している盆踊りをひとつにしたいと昔からの懸案が進まない。） 

・剣沢川の上流の竹林の整備に一昨年から取り組みを始めた。 

・他の地域でも枠組みは、出来ているが足りない部分や強化する部分が身つか

ると地域で解決していく力が付いていく。 

近藤委員： ・市民目線からの地域コミュニティの理想みたいなものがある。 

・昔のコミュニティはアットホームで、それが、地域の防災になり、困ったときの助

け合いにもなっていた。 

今は、近所の人の顔が判らない、人と人との繋がりが見ず、地域の暖かさの欠落

 している状況をなんとかしたい。 

・本音で議論したい。 

・小田原市の自治会加入率は、高いが、確かに減少している。 

・地区にあるマンション全体で自治会に加入していない実態も問題点として提議

したい。 

石川副委員長： ・地域コミュニティは、市民の安心安全、福祉の向上、地域の活性化が目的だと

思う。 

・全市的な団体組織の間の横の連携が必要と考え、２年前から情報交換を実

施し、昨年、地域活動推進協議会を設立している。 

・マンションに関しては、災害時の未加入者への対応について、自治会総連合と

してマンション関係者との意見交換会を実施し、相互の立場で相互の理解を深

めている。 

鈴木委員： ・自分の住んでいる地域の中学校が、平成 22 年度から他地域の中学校と統廃

合になる。 

・外から見ると、人口減少、学校の統廃合は、まさに地域コミュニティの崩壊とも

考えられるが、逆にこれが地域コミュニティ再生のチャンスと思っている。 

・「片浦中学校のあり方検討委員会」で地域全体（自治会、民児協、PTA、青少

年健全育成会、小・中学校、同窓会等）がひとつの課題に対する結論を出した

実例があり、その後、地域力を高めることを考える形で継続を考えている。 

・小田原市全体の地域コミュニティを考えることに活かしたい。 

韮山委員： ・少年補導員もやっている。 
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 5  

 ・行政側は、街頭指導において声を掛けない。 

・行政側も協働を目指す以上、一緒の席で縦割りの垣根を払拭して、自分なりに

地域に置き換えた場合どうあるべきか議論が必要。 

座間 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｻﾌﾞﾘｰﾀﾞｰ： 

・「片浦中学校のあり方検討委員会」を担当したが、子どもの数が減り、中学校だ

けでなく小学校のあり方についても検討する必要がある。また、地域の活性化に

向け、人口の増加策、高齢者に対するケア、公共交通のバスが土日は運行しな

い等、問題は山積している。 

・行政の職員も課題解決に向け、自由に発言できる仕組みが必要。 

・所管の内容に留まらず、地域の課題を共に考える「職員の地域担当制」につい

て検討したい。 

石井 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾒﾝﾊﾞｰ： 

・自治会加入率は、自治会からの加入世帯数を市の総世帯数で割って算出し

ている。加入率の減少の要因は、核家族化が進み分母の総世帯数の増が大き

いためで、加入世帯数は、微増している。 

・加入率減少の実感として、地域活動への参加、特に新しい人の参加が見られ

ないことからも現れている。 

橋本委員： ・地域で困っていることを解決のための議論が必要と考える。 

・問題や課題を知ることの方法としてアンケートや地域での意見の聞き取りなどを

実施して、本当に地域で困っていることを抽出することが必要と考える。 

 ・委員長にお願いしたいが、次回の時に映像を交えた解説をぜひお願いしたい。

名和田委員長： ・次回の課題抽出で、各自３分ずつ発表するなど提案はいかがか。 

・団体からのみでなく、生活者の視線からの課題抽出もお願いしたい。 

事務局： ・各委員より課題について発表をお願いしたい。 

・２回目までに抽出された課題について整理し、３回目の前に各委員に送付す

る。 

名和田委員長： ・お願いのあった映像を交えた紹介については、検討したい。 

石川副委員長： ・今日は、検討の進め方と地域コミュニティ基本的なあり方について委員長より

解説いただいた。 

・次回は、皆さんから市民目線からの課題抽出をお願いしたい。 

・２回目の日程を今日決めて欲しい。 

名和田委員長： ・日程調整については、８のその他で取り上げたい。 

 

 ８ その他 

   （１）課題別検討委員会フォーラムの開催について 

    ・事務局より参加周知、各団体・知り合いへの呼びかけ依頼。 

 

   （２）第２回検討委員会の日程調整 

    ・１２月１９日（金）午後６時より（会場：大会議室） 


